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材料特性に抗菌効果！



Ⅰ ファインコートメンテナンスシステムとは

ファインコートメンテナンスシステムとは、弊社が独自に開発したフロアーメンテナンス用コーティングシステムと

なりますが、例えて言うならば“床に薄いガラスの膜を貼ったような高品質な仕上がり”となり、その状態を長期に亘っ

て維持させることが出来るメンテナンスシステムです。一般的な樹脂系コーティング剤に比べて、主成分がガラスに近い

特性を有するため、硬度が高く、高光沢で、耐水性、耐油性、耐酸性、耐アルカリ性などに優れているため、いつまでも

綺麗な状態で管理することが出来ます。また、一度施工を行うと剥離の必要がないため、環境にも優しいメンテナンス

システムとなります。対象床材としてはPVC床材（塩ビ系床材）、各種石材床、フローリング床、磁器タイル床、セラ

ミックタイル床、コンクリート床、塗り床など、全ての床材が対象となります。まさに時代が求める先進のテクノロジー

となり、ファインコートでいろいろな空間をハイグレードな空間に創造することが出来ます。（特許Ｎｏ：第6065247号）

※ 材料特性に抗菌効果。

弊社、ファインコートの材料特性では抗菌効果があることが第3者機関によって「抗菌性能」の評価をいただいております。

また、内添している材料特性にて抗ウイルス効果もあります。



塩ビ系タイルやシートの床が対象になりますが、一度、

施工を行うと目を見張るような高品質な仕上がりとなり、そ

の状態を長期に亘って維持させることが出来ます。そのため、

年間維持管理費の大幅削減が可能となります。主な用途とし

てはスーパーマーケットを含む各種商用施設や病院・老健施

設、公共施設、オフィスビル、その他あらゆる施設が対象に

なります。全国のいろいろな施設で導入が拡大しております。

Ⅱ 各種ファインコートメンテナンスシステムについて

１．化学床用メンテナンスシステム

２．各種石材用コーティングシステム

大理石や御影石、テラゾーなどの各種石材床用コーティン

グシステムになります。石材の表層部に30～50μ位のコー

ティング層を形成し、そのコーティング層を研磨して鏡面仕

上げにする工法となります。一度、施工すると床に薄いガラ

スの膜を貼ったような高品質な仕上がりが得られ、その状態

を3～5年と長期に亘って維持させることが出来ます。ホテル

やデパート、各種商用施設などの石材が対象となります。



戸建ての住宅やマンションの床、並びに各種商用施設の

フローリング床用のコーティングシステムになります。

一度、処理を施すことにより、美観に優れた状態を長期に

亘って維持することが出来ます。また、床材に傷がつくの

を防止するのとともに、飲食物やしょう油などによるシミ

や汚れ、損傷などを防止します。よって、いつまでもハイ

グレードな状態で維持させることが出来ます。

３．フローリング用コーティングシステム
Before

After

After

Before４．トイレ床用コーティングシステム

トイレの磁器タイル床用コーティングシステムになりま

す。トイレの床はそのまま放置すると汚れが付きやすく美

観を著しく損ねてしまいます。また、日常的に水や尿、薬

品などに晒されるため、雑菌が繁殖し、悪臭が問題になっ

たりもします。FCトイレ床用コーティングシステムは、床

面洗浄後、FCファインコートを塗布することでタイルの表

面に高硬度の被膜を形成します。また、様々な汚れの侵入

を予防し、光沢のある状態を維持させることが出来ます。



５．セラミックタイル艶消し床用コーティングシステム

セラミックタイルの艶消し床は、油、アルカリ、その他の

汚れにより著しく美観を損ねていきますが、この床にコー

ティング処理を施すことで高い防汚効果が得られます。一度、

施工を行うと、メンテナンスフリーの状態で維持することが

出来ます。

Before

After

After

Before

６．エスカレーターベルト用コーティングシステム

エスカレーターのベルトは機械油や手垢、環境面での

様々な汚れにより、美観を著しく損ねていることと、この

汚れは衛生面からもあまり望ましくないのが現状です。

エスカレーターベルト用コーティングシステムは一度施

工を行うとベルトの表面にガラスに近い塗膜を形成し、そ

の光沢のある状態を維持させることが出来ます。また、汚

れが付き難いのも特徴です。



７．塗り床用コーティングシステム

塗り床用塗料としては一般的にエポキシ樹脂系塗料やその

他の塗料が使用されていますが、硬度が低いために台車や各

種機械により傷が入り、右図の写真のように美観を著しく損

ねてしまうのが課題でした。この塗り床の上にファインコー

トを処理することにより、高硬度な被膜を形成することが出

来るため、いつまでも美観に優れた綺麗な状態で管理するこ

とが出来ます。

Before

Before
８．コンクリート床用コーティングシステム

コンクリートの床はそのまま放置すると飲食物や油、その

ほかの汚れの染み込により美観を著しく損ねてしまいます。

そのため、上記、7の様な塗り床が使用されるのが一般的でし

たが、この塗床の代わりに直接コンクリートの床に塗布する

ことも出来ます。バリエーションとしてはクリアタイプ（透

明タイプ）のものと、顔料を含んだ色付きタイプのものをラ

インナップしています。

After

After



低

高

鉛筆硬度 硬度

樹脂ワックス B～1H

ノンワックス工法
UV・ポリウレタン等 3～6H

砂・小石・砂利 9～12H

弊社ファインコート 10～12H

セラミックタイル 12～15H

ダイヤモンド 26H

ファインコートとは、弊社が独自に開発したガラス系コーテ

イング剤ですが、主成分は医薬品や化粧品などに使われるシリ

コーン（アルコキシシラン）とガラスを形成しているシリカ

（二酸化ケイ素）から構成されています。

シリコーンの持つ光沢感及び荷重時の変形追従性、シリカ

の持つ高硬度性という特性の異なる性質を併せ持つハイブ

リッド材料のコーティング剤です。

Ⅲ 材料について

１．構造
ファインコートの表層の塗膜は30～50μと薄膜ですが、

「鉛筆ひっかき試験」で10～12Hに堪えられる硬度設計とし

ています。膜厚を薄くすることで、床材の撓みに追従できる

のと、硬い塗膜による耐摩耗性を備えています。現在床用

コーティング剤の分野で複数の競合商品（アクリル・ウレタ

ン・UV樹脂等）が市場に流通していますが、何れも柔らかい

樹脂系コーティングのため、硬度は3～6H程度とされていま

す。これらの樹脂系コーティング剤は歩行量の少ない軽汚染

部などでは効果を発揮しますが、重汚染業態の商用店舗等で

は満足のいく光沢維持性は得られていないのが実情です。

２．膜厚と硬度

ファインコートの構造

＜物質の硬度比較表＞
シリカアルコキシシラン

（シリコーン）



Ⅳ 特長

環境に優しい

床材の表面に薄いガラスの膜を貼ったような高品質な仕

上がりとなり、その状態を長期に亘って維持出来ます。ま

た、耐水性、耐アルコール性、耐油性、耐薬品性などに優

れているため、被膜が損傷することがなく、汚れがついて

も簡単に除去することが出来、いつまでも綺麗な状態で管

理することができます。

一般的なワックスや各種コーティング剤、ＵＶコートな

どに比べて、光沢維持性が高いです。その結果、定期清掃

やワックス剥離に掛かる経費を不要に出来ます。また、

ヒールマーク等が付き難いことや、被膜の損傷が起きない

ため、日常清掃の中で床に掛かる時間を大幅に簡素化でき、

この経費も削減出来ます。

基本的に一度施工を行うと剥離の必要がないため、剥離

廃液を出しません。また、定期メンテナンス毎に必要だっ

た立合い費、警備費が不要になることや電気、水道、空調

等も不要となるため、限りある資源の有効活用が可能とな

り、地球環境に優しい工法と言えます。

コスト削減が可能

高品質感

材料特性に抗菌効果

全てのコーティングシステムに使用しております材料は、

材料特性としまして抗菌効果があります。詳細は別紙資料

をご参照ください。ただし、材料特性に抗菌効果がありま

すが、商品の性能を保障するわけではございません。



１．抗菌特性

（１）抗菌特性

第三機関による抗菌性評価試験結果を示します。この

結果により、弊社コーティング材料に抗菌効果があるこ

とが判定されています。

※本データは材料特性に関するものであり、
商品の性能を保証するものではありません。



（２）抗ウイルス特性

【目的】 抗ウイルス性能評価試験

【試験方法】 抗ウイルス性能評価試験

 測定方法：ISO18184ブラック法

 放置時間：25℃ 2時間

 ウイルス：A型インフルエンザウイルス（H3N2）

 宿主細胞：MDCK細胞（イヌ腎臓由来細胞）

【試験結果】

0時間（PFU) 2時間（PFU） 抗ウイルス活性値

未加工 4.1×10⁶ 2.7×10⁶

処理品 ＜200 4.3

※PUF：plaque forming units

合格基準：抗ウイルス活性値3.0以上（SEK抗ウイルス加工マーク評価基準）

参考例：ISO18184プラック法

弊社コーティング剤には下記の性能がある材料を内添

しております。

※本データは材料特性に関するものであり、
商品の性能を保証するものではありません。



２．高品質感

写真に示す通り、床材の表面に薄いガラス膜を貼ったような高品質な仕上がりとなり、その状態を長期に亘って維持することがで

きます。床材につきましては、PVCタイルをはじめ、各種石材、セラミックタイル、トイレ等の磁器タイル、そしてフローリン

グまで、あらゆる床材に施工することが可能です。尚、仕上がりとしては艶ありと艶無しをラインナップしております。

艶消しセラミック床 フローリング床

磁器タイル床石材床

PVC床

塗り床



３．コスト削減が可能

下図の通り、ファインコートメンテナンスシステムはワックスや各種コーティング剤、ＵＶコートなどに比べて、

長期に亘って光沢を維持出来るため、メンテナンスフリー化が図れます。そのため

①ワックス掛けや剥離などの定期清掃が殆ど不要。

②定期清掃毎に必要であった立会い費、警備費、光熱費、ガス費、水道費などが不要。

③ヒールマーク等が付き難いことや、被膜の損傷が殆ど起きないため、日常清掃の大幅削減が可能。

などがあり、維持管理費の大幅削減が可能となります。

100

1 2 （ヶ月）3 4 5 6 1年 （年数）

50

0

2年 3年

※4 抜群の光沢維持性を持つが、重歩行部の経年劣化
は避けられない。表面が劣化して汚れが入り込んだ場合
除去が困難。水濡れ時の転倒事故も兼される。

ファインコートメンテナンスシステム ※3

ノンワックス工法 ※2

※1 従来型の管理手法。参入業者が多く安価な委託も可能であるが、光
沢維持性については数日から数週間で、施工前後でほぼ変わらない場合も
ある。定期的な剥離廃液の環境負荷が大きい点も課題。

ワックス工法 ※１

セラミックタイル工法 ※4

※2 UVやポリウレタンコート処理による管理
最近では、当初よりこの機能性を付与した床材がある。歩行によ
る擦れや紫外線、熱等により徐々に塗膜は劣化する。

※3 セラミックタイルよりやや維持性は劣るが、表面が経年劣化
しても、ワックス同様の簡単な作業で容易に補修可能。

メンテナンスサイクル イメージ図



ワックス工法
ノンワックス工法

（UV・ポリウレタン等）
FINE-COAT

コーティングシステム
セラミックタイル

成 分 合成樹脂・ロウ その他の樹脂 セラミック質
陶磁器質

（シリカ化合物）

硬 度 B～1H（柔らかい） 3H～6H（硬い）
10H～12H
（非常に硬い）

１２H～１５H
（非常に硬い）

有効成分 25～35％ 30～40％ 40～50％ 100%

仕上がり 普通 高光沢 高光沢 高光沢

塗膜維持性 数週間 数か月 3年～5年 10年

耐候性・耐薬品性 不良
良好

（一部薬種にて難あり）
良好 良好

歩行性・耐滑性 良好 良好 良好 不良
（滑って転倒事故の危険性あり）

作業性・工期 良好
不良

（UVに時間を要す）
良好

不良
（大掛かりな工事が必要）

Ⅴ 各種工法との比較

１．材料物性の比較



ワックス工法
ノンワックス工法

（UV・ポリウレタン等）
FINE-COAT

コーティングシステム
セラミックタイル

1.品 質 面 ×
光沢が弱い。黒ずみが発生した
り、ヒールマークが付いたりし
易い

△
ワックスより耐久性があるが、
そこまで維持出来ない。 ○ 高光沢・高品質 ○ 高光沢・高品質

2.光沢維持性 × すぐ光沢が落ちる △ 光沢は落ちやすい ○ 長期に亘って光沢を維持 ○ 長期に亘って光沢を維持

3.環境適合性 × 廃液処理が必要となる △ UV照射が必要な為、人体に有害 ○ 廃液を出さない、光熱費も不要 ○
廃液を出さない、光熱費も不
要

4.日常清掃性 ×
日常清掃スタッフが充実してい
ないと良い状態を維持できない △

耐久性が無い為、徐々に清掃性
は悪くなる ○ 洗浄のみ ○ 洗浄のみ

5.滑 り 性 ○ 転倒事故が起き難い ○ 転倒事故が起き難い ○ 転倒事故が起き難い × 転倒事故が起き易い

6.歩 行 性 ○ 歩行性に優れている ○ 歩行性に優れている ○ 歩行性に優れている × 硬質系床材なので疲れやすい

7.汎 用 性 ○
新店、改装店、既存店もOK。
また、高層階でもOK △

UV照射のため、広範囲の施工が
困難 ○

新店、改装店、既存店もOK
また、高層階でもOK × 新店の低層階が殆ど

8.コスト

イニシャル
コスト ○ 安価 × UV処理にコストが掛かる △ 導入コストが少し掛かる × 導入コストが高い

ランニング
コスト × ワックスでの管理が必要 × 補修時のコストが非常に高い ○ 数年間に一度位のメンテナンス ○ メンテナンスフリー

9.総合評価
※品質・耐久性が課題
※特に管理費を削減されると著し
く状態は劣化

※品質面・耐久性の課題
※ワックスよりコストUPする

※品質面・耐久性良好
※転倒防止や歩行性・コストも
良好

※品質面・耐久性良好
※イニシャルコストが掛か
りすぎる
※転倒事故や歩行性が課題

２．性能比較

70点60点 80点



1．耐摩耗試験

一般的にワックスの硬度は１H位であり、UVコートが4～

5H位、当社のファインコートは10～11Hの鉛筆硬度にな

りますが、その耐摩耗試験の結果を下記に示します。ワッ

クスは光沢劣化が激しいですが、ファインコートは光沢劣

化が少なく、耐摩耗性に優れていることが分かります。

2．滑り抵抗試験

下記は乾式、湿式での滑り抵抗値を測定した結果になりま

す。数値が小さいほど滑り易いということになりますが、

WAXは乾式・湿式共に滑り易く、セラミックタイルは湿式

のみ滑り易いことが分かります。一方、ファインコートは

乾式、湿式とも数値が高く、滑り難い結果が得られていま

す。
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ワックス UVコート ﾌｧｲﾝｺｰﾄ

耐摩耗性評価（光沢度）
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滑り抵抗値

乾式 湿式

Ⅵ 材料技術データ ※本データは材料特性に関するものであり、
商品の性能を保証するものではありません。



3．静電的特性

静電気の発生しやすさを評価するために、基材の表面抵

抗値を測定した結果を下記に示します。数値が大きいほど

帯電性が高く、静電気が発生しやすいことになります。

ワックスに比べてファインコートは表面抵抗値が低いた

め、静電気特性に優れていることが分かります。

4．燃焼性試験

鉄道車両用の床材にファインコートを施したものにつ

いて、燃焼性を日本鉄道車両機械技術協会が行っている

燃焼性試験にて評価しました。この結果より、コーティ

ングを施した床材が難燃性であると判定されており、

ファインコートが燃えにくい性質を持った材料であるこ

とが分かります。

11.3

11.4

11.5

11.6

11.7

11.8

11.9

12

ワックス UVコート セラミックタイル ファインコート

11.8

11.9

12.0

11.5

表面抵抗値【10□Ω】

※本データは材料特性に関するものであり、
商品の性能を保証するものではありません。



※敬称省略

Ⅶ 数年経過後の状態

モーリーファンタジー（3年2ケ月経過後）

ニトリ（2年経過後）

ナフコ（2年9ケ月経過後）

ノジマ（2年9ケ月経過後）

ハードオフ（1年6ケ月経過後）ヒルトンホテル（3年4ケ月経過後）



Ⅷ 各種施工実績

JR山手線

ニトリ

宮崎空港

アトレ

JR仙台駅

ビックカメラ

※敬称省略

１．PVC床



中国 人寿施設

※敬称省略

JR東海髙島屋

上海 センタービル

宮崎空港

福岡 岩田屋

博多駅

２．各種石材実績



JR仙台駅

鹿児島空港 かわねや

※敬称省略

３．トイレ床・セラミックタイル艶消し床の実績

JR新横浜駅

ベイシア

JR東海髙島屋



ビックエコー

カーニバルホテル

※敬称省略

ツツミ

＜石材浸透性コーティング＞

北京人寿施設北京人寿施設

艶消し仕様

＜フローリング床＞

＜エスカレーターベルト＞

＜コンクリート床＞

艶有り仕様

４．その他のコーティング実績

ベイシア

＜塗り床＞

天王洲ビル
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